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パネルディスカッション 

「今、コミュニケーションを問う…祭りと異文化に学ぶ」 

    

パネリスト： 

野田 順康：国連人間居住計画(ハビタット)福岡本部(アジア太平洋担当)本部長 

上田 啓蔵：西門蒲鉾本店 代表/ はかた部ランド協議会 議長 

杉万 俊夫：（財）集団力学研究所 副所長・京都大学 教授 

 

コーディネーター： 

児嶋 昭：（株）西日本新聞社 取締役 編集局長 

 

■児嶋氏 

 お集まりの皆さま方、お疲れさまでございます。本日の集まりの、いわば、第 2 部として、パネルデ

ィスカッションをやりたいと思います。基調講演、川村先生のお話、実に盛りだくさんで、密度の濃い

お話をいただきました。ありがとうございました。なかなか難しいところも多くて、皆さん方は十分ご

理解されたんでしょうけど、私はなかなか腕組みするところもありましたが、川村先生の話を受けて、

ディスカッションに入りたいと思います。 

 タイトルは、お手元にありますように「今、コミュニケーションを問う」ということで、話を進めて

いきたいと思います。コミュニケーションと言いますと、いかにコミュニケーションが大事かというの

は、もちろん、今に始まったことではございません。いろんな場で、コミュニケーションが大事だよと

いうのは、よく言われていることですけれども、とりわけ、近年は、冒頭の多田会長のあいさつにも尐

し出ましたけれども、ネット社会が、これだけ進む中で、インターネット、メール、携帯という、それ

こそ子どもからお年寄りまでが、当たり前にそういう IT 技術を使う世の中に、今、なっているわけで

すけれども、そういう中で、個々の結び付き、特定の個人個人の結び付きというのは、もしかすると、

昔以上に強まっている面があるのかもしれませんが、なおかつ、極めて便利なコミュニケーションの道

具だという認識も広がっているという面はあると思います。 

ただ、その片方で、実に多くの人が疎外感を感じたり、他者との一体感をなかなか感じられないよう

な側面も出てきている。とりわけ子どもたち、かなり早い段階から、そういう「ネット社会」になじん

でいる中で、若い世代もそうですけれども、肝心の「直接向き合って対話する」という、「人間と人間

が向き合って直接言葉を交わす」という意味でのコミュニケーションは、ともすれば不得手な人が、な

かなかその辺がうまくいかない人が、増えているんじゃないかということも、これまた最近よく言われ

ることでして、そういう意味で、「今、コミュニケーションの在り方を問う」という今日の話では、そ

ういう時代背景を踏まえた上で、設定したという次第でございます。 

 時間的には、今から 1 時間半ぐらい、4 時 40 分ぐらいまでの予定でございます。パネリストの方は、

既に紹介がありましたように 3 人の方に登場願っております。国連のハビダットの本部長、それから博

多の老舗蒲鉾屋の社長さん、大正時代の創業ですけれども。それから、この集団力学の専門家でおられ
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る大学の先生、かなりそれぞれ 3 人の方、どう繋がるのか分からないというような、非常にユニークな、

ユニークなと言ったら失礼ですが、人選としては、私もコーディネートの役としてどう話をつないでい

いのか、たぶん苦労するだろうなと思っておるんですが、そういう顔合わせになっております。それこ

そ、「抑圧なきコミュニティの場」にしたいと思いますので、一部の支配的な語りでもって抑圧される

ことのないような、「差違の承認」、「違いを認め合う場」になるようなことにしたいと思っております。 

 もちろん共通のビジョン、この場における共通のビジョンとしましては、今日、お忙しい中、お集ま

りいただいた皆さん方が、このお話を聞かれた後、何らかの形でそれぞれの職場、それぞれの生活の場

で、何らかのヒント、人間関係、コミュニケーションを考える上でのヒントになるような、そういう話

が 1 つでも 2 つでも出てくればいいなというのが、いわば、ここにいるメンバーの共通のビジョン、共

通の目的でございます。マネジメントが大事だという話を聞くと、今日、マネジメントをする役回りの

人間としては、自信がございませんが、よろしくお願いいたします。 

 最初に、3 人の方に、簡単に自己紹介をしていただきまして、一人 2～3 分程度の短い自己紹介をし

ていただきまして、その後、それぞれの方に、本日のテーマに沿った話をしていただくことにしており

ます。 

 ということで、最初にハビタットの野田さんから自己紹介をよろしくお願いいたします。 

 

野田氏 

皆さん、こんにちは。ご紹介をいただきました、国際連合、ハビタットの野田でございます。私の自己

紹介は、プロフィールにざっと書いてございます。また、後ほど、パワーポイントで、仕事の中身につ

いては、お話をさせていただきたいと思います。私は 1 年間の 3 分の 1 は海外に出ておりまして、まさ

に、川村先生が言われているような「グローバリゼーション」を肌身に感じているということでござい

ます。 

 イントロとして、川村先生のお話に尐し関連したことを申し上げますと、先生が言われている「標準

化」、それから、「多文化化」、「異文化化」、もう確実に、これが、「グローバリゼーション」の一貫とし

て、日本だけじゃなくて、世界中で、発展途上国も含めて、進んでいるということだと思います。「標

準化」というのは、いわゆる「ボーダレス」ということでありまして、例えば、今、「文明の衝突」と

いうことが起こっています。1989 年に、ハンティントンという人が、「文明の衝突」という本を書いて

いますけれども、世界で 8 つの文明が衝突すると予測しています。まさに今、それが起こっていまして、

世界は、着実に、「不安定化」に向かって進んでいるというのが、私が肌身に感じていることでありま

す。 

 それから、もう一つの方の「多文化化」と「異文化化」については、これも日本国内においても、「多

文化化」、「異文化化」、それと同時に、それに関連しつつ、いわゆる「格差の拡大」ということが同時

並行で進んでいます。これは、地方と都市との格差の拡大、都市における富裕層と貧困層の拡大、結果

的に、これも「不安定化」につながっているということであります。従って、我々は、まさに、「不安

定な社会」、「不安定な未来」に向かって突き進んでいるわけであります。結果的に、不安感が生じてい

るということであります。そういう意味では、次の安定したモデルをどうやって見つけるか、川村先生

が言われるような未来のビジョンとか、未来のみんなが生きていく礎っていうものをどうやって見つけ

ていくかということが、この「コミュニケーションの集団力学」の一つの目標かなという感じもいたし
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ます。簡単なイントロダクションとして申し上げました。どうもありがとうございました。 

 

 

■児嶋氏 

 続きまして、上田さんお願いします。 

 

■上田氏 

 はい、皆さん、こんにちは。「何で、私が、ここにおるっちゃろか。」と、不思議に思っておられる方

もいっぱいおられるかと思います。「山」とか「博多の祭り」には生まれたときからずっと出ています。

仕事は蒲鉾屋をやっています。「はかた部ランド協議会」、これは、「博多の町」をより良くしようとい

う会でして、これを、もう 20 数年やっています。それと、「町人文化連盟」にも入っておりまして、4

～5 年前、長谷川法世理事長から、「事務局長をやれ」と言われまして、現在やらせてもらっています。

あと、観光ボランティアですが、今の役職は相談役で「ガイドと町歩き」というものをやっております。

「博多の町を、ガイドと一緒に歩く」というもので、既に４年間やりまして、今年でもう５年目になり

ます。何か、銭にならんことばっかりしております。「本業はどげんしよるとかいな。大丈夫や」って、

時々言われますが、あまり大丈夫じゃありません。 

 山笠は、西門・中小路という町内から恵比須流の加勢町として参加しております。松囃子（まつばや

し）の方は、「博多どんたく」のことですね。その源流である「博多松囃子」の方は、福神流に属して

おりまして、ここでは、流委員をやっています。あと、日蓮宗・法性寺の責任総代もさせてもらってお

ります。また、十日恵比須神社の世話人もさせてもらっております。正月・十日恵比須の期間中の 4 日

間、寒い中、紋付袴で頑張っとります。そういう色んなことをやらしていただいているのは、博多の町

が尐しでも良くなればいいなと、思うからです。 

 今日は「山笠」という祭りが、「集団力学と、どう繋がるっちゃろかな」と、尐し心配しております。

実は、私が大学のときに取ったゼミが集団力学でして、その頃では、最先端の学問やったらしいです。

だから、「PM 論」とか、「リスクテーキング」とか、「条件即忚理論」とか、「ホーソン実験」とか、何

かたくさん勉強しました。もうほとんど忘れましたけど、名前とかよく覚えていますね。私がゼミで勉

強していた４0 年前に、ちょうど集団力学研究所が設立されたんですよね。 

集団力学と山笠に、どういう繋がりがあるかということを改めて考えてみると、「何かありそうなの

で」、今日は、それについてお話をさせていただきたいと思います。どうもありがとうございます。 

 

■児嶋氏 

 はい、どうもありがとうございました。ご本人は、おっしゃいませんでしたけども、上田さんは、皆

さんもよくご存じだと思いますが、博多から全国に羽ばたいたチューリップという有名な音楽バンドが

ございますが、あのバンドのドラムを担当しておられた上田さんのお兄さんでございます。よくご存じ

だと思いますが、あの有名なチューリップです。 

  

今日、お呼びしたのは「山笠」。「何で？」と、いうふうに多分思われる方もおられると思いますが、「コ

ミュニケーションの問題」をいろいろ論じるときに、それこそ、「最近のコミュニケーション、なかな
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か難しいな。」と、いうことが問題意識の出発点にあるわけですが、おそらく、「山笠」という非日常の

世界ですけども、「山笠」の世界の中では、かなり濃密な人間関係、通常では、味わえないような人間

関係としての集団になっているんじゃなかろうかということで、外から見る「山笠」というのは、皆さ

んもいろんな形で直接ご覧になることもあるでしょうし、テレビその他でご覧になることもあるでしょ

うけども、山笠の内部の人間関係、中のことっていうのは、タッチしてない方にはなかなか分かりづら

い。その辺の「山笠」の中の見えない部分、集団としての人間関係、そのあたりを何か参考にしたいな

ということでお呼びしたという次第です。決して、大学時代、集団力学を専攻されていたからというこ

とではなくて、それは、私、全く知りませんで、後から分かったことですので、そういうことでござい

ます。 

 それからもう一人のパネリスト、専門家であられます杉万先生、よろしくお願いいたします。 

 

■杉万氏 

 どうも杉万です。毎年、大体、ステージの一番右端に座って、学者の立場から、「ぼけた突っ込み」

をするというのが私の役回りになっておりますので、今年もそれをやりたいと思います。 

 早速ですが、先ほどの川村先生のお話を、大変おもしろく拝聴しました。川村先生のお話の内容を、

私なりに要約してみますと、我々が、何かを学ぶ、学習する、と言うとき、例えば、「九九（かけ算）

を学習する」と言うとき、おつむの中に、九九をインプットする、注入すると、そういうふうに考えて

しまいます。それから、例えば、私が、鉄棒の逆上がりをマスターすると言うときも私の身体に、逆上

がりのスキルをビルトインする（身に付ける）と考えます。しかし、川村先生のお話では、「いや、そ

れは間違っている」という訳です。結局、学習とか技能獲得というのは、言ってみれば、「組合」に入

るようなもんだ。そう、おっしゃったのではないでしょうか。 

組合といっても、労働組合ではありません。「九九を覚える」ということは、「九九組合」に入ること。

日本では、大人ほとんどは、すでに「九九組合」入っているわけです。そして、小学生が、小学校の 2、

3 年生くらいになると、クラス担任の先生が、一歩ずつ「九九組合」に引っ張り込んでいきます。最初、

子どもは、なかなか引っ張り込まれないのですが、いつの間にか、見事な組合員になってしまいます。

九九が、全部言えるようになるということは、そういうことなのです。「おつむの中なんか関係ない。」

---- 尐々過激に言うと、川村先生のお話は、そういうお話だったのではないかと思います。 

 今度は、同じことを私好みの台詞に言いかえますと、「井の中の蛙になっていく」ということです。

普段、「井の中の蛙」というのは、あまりいい意味では使わないですね。世間が狭いとか、視野が狭い

とか、そういうネガティブな意味で使われます。しかし、今日は、いい意味で使ってみますと、私たち

は、いろんな「井戸」の中の蛙ではないでしょうか。「九九という井戸」の中の蛙だから、当たり前の

ように、買い物のときに九九が使える。ホークスファンは、「野球という井戸」の中の蛙だから、当た

り前のようにプロ野球をエンジョイできる。そういうことだと思うんです。 

 本日のシンポジウムのタイトル、「コミュニケーション」も、ついつい、携帯電話とかインターネッ

トの感覚で、誰かから誰かにコミュニケーションするという具合に考えがちですが、それはコミュニケ

ーションではなく、通信です。通信工学で言う通信ですね。 

「人間のコミュニケーション」というのは、川村先生の話で言えば、「何らかの組合員になり、組合を

持続・変化させていくこと」であり、私流の言葉で言えば、「井戸の中の蛙になること、そして、その
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井戸を維持し、変えていくこと」だと思います。今日は、そういう観点から、“異文化”、それから、“祭

り”のコミュニケーションについてコメントをしていきたいと思います。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございました。ということで、それぞれ全く立場も、普段されていることも違う 3

人の方々に、今から、本題に入って話をお伺いしていきますが、実は、共通点が一つだけこのお三方に

ございます。上田さんは、もちろん、「山笠のプロ」と言っていい方でございますが、国連の野田さん

も、実は、意外なことに、山笠にはまっておられるというお一人で、杉万先生は、幼尐のころ、山笠に

コミットされていたというご経験をお持ちだという、しかも、今は、昨年から、「山笠の実証的・学問

的な研究」をなさっているという、そういう意味で、一見、バラバラの 3 人ですが、共通項は、「山笠」

にあるという、そういう組み合わせでございます。 

 本題に入っていきたいと思います。今日のテーマ、「コミュニケーションを問う」というテーマに沿

って、まずは、国連の野田さんに、「異文化理解・交流」、そういう観点から、お話をいただきたいと思

います。お一人大体、20 分程度ずつを予定しております。よろしくお願いいたします。 

 

 

■野田氏 

 それでは、野田の方から話させていただきます。中州流 4 丁目の野田でございます。よろしくお願い

いたします。 

  

 私に与えられた課題は、「異文化コミュニケーション」と、いうことでございますけれども、そもそ

も、「国際連合のハビタットって何？」っていう話があります。国連の中では、どちらかというと、土

建業を中心にやっている国連の組織でありまして、住宅の建設ですとか、都市を造るとかいうことが仕

事です。 
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特に、先ほど申し上げましたように、世界は、急速に不安定化していて、紛争も発生しています。この

紛争対策でありますとか、頻繁に起こる、今回もハイチで起こった、地震の後の対策、そういったこと

をやっているのが、この国連のハビタットという組織でございます。従って、ここに書いてあるように、

貧困とか、スラムとか、環境問題とか、安全な水というようなこともやっておりまして、結果的に、住

宅を建てるとか、給水施設を造るとか、コミュニティ自体をどうやってエンパワーするか、コミュニテ

ィをどうやって強化するかというようなことまでやっているのが私どもの組織であります。 

 

 私どもの場合、こ こ に あり ます ナ

イロビ、福岡、ラテ ン ア メリ カの リ

オ、この 3 カ所に地 域 本 部を 置い て

おりまして、福岡か らはアジア・太平

洋の 28 カ国プラス、 い わ ゆる スモ ー

ルアイランドです ね。パシフィック

の島々を統括して い る とい うこ と

です。 

 今、うちのオフィ ス の 概要 が出 て

おりますけれども、 1997 年にこの福

岡に設置されまし た。これ、いろん

な経緯があって、イ ンドとか、中国と

か、フィリピンとか、 い ろ んな 国と 競

争して、最終的に日本が勝ち抜いたのです。日本の中では 62 の都市が手を挙げたのを、今の知事の非

常に強いイニシアチブで、福岡に持ってきたということであります。福岡本部には、今 23 人がおり、

国籍は 11 カ国に上ります。完全な異文化社会で、私の横ではムスリムの女性がお祈りをしていると、

まあ、こういう変わったオフィスであります。私どもが統括している国別の事務所が 16 ありまして、

さらに現地事務所が 94、そこで 2,000 人を超える職員が勤務をしています。 

 

先ほどの組織経営という話からしますと、大体、国連というと天からお金が下りてくるというふうに

皆さんも思われると思うんですが、私どもは完全独立採算の組織であります。開設当初は大体 2,500 万

US ドルですから、25 億～26 億円の予算規模、その予算規模だったものを、この 10 年ちょっとの間に

大体 12 倍位にしています。現在 300 億弱の予算規模まで拡大しているということです。 

 従いまして、先ほどの組織運営をどうやって常に新しいものに変えていくかということについては、

これはかなり厳しい組織運営をしているということですね。当然、先ほど言われた駆動目標、一人当た

り大体 1 年間に 2 億円以上ファンドレイジング・・・ファンドレイジングというのは、要するに、先進

国のアメリカとか、欧米、日本を含めて、我々がやる事業にお金を拠出してもらうこと。そういうこと

がファンドレイジングになるわけですけれども。「1 年間に 2 億円拠出をもらってこられない人は残念な

がら次の契約はありませんね。」ということですね。だから、非常に厳しいです。私どもの福岡のオフ

ィスでは、契約は 2 年ですから、2 年の間にそういうことが達成出来ない人は、残念ですが契約は延長
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出来ません。ただ、そうすると非常に不安定になるので、当然そういう人には、次の職の斡旋というセ

ーフティーネットだけは張っているということです。ただし、そのセーフティーネットも、その人が相

当に努力しないと次の仕事がなかなか見つからなくて、福岡から最終的にはアフガニスタンとか、そう

いうところに移って行かざるを得ない、というような人事の仕方になっています。 

 それから、先ほどのお話で、そういう非常に異文化社会の中で、どうやって組織としての同質性を保

つのか。これは非常に大きな課題でありますけれども、例えば、アメリカという国なんかを考えますと、

アメリカというのはサラダボールとも言われるように、非常に異文化の国でありまして、多文化の国で

あって、アメリカを統一しているのは、恐らく国歌と国旗しかないんだと思います。我々の場合も、や

はり支えているのは、国際連合ハビタットのマンデイト、仕事、理念、もうそこの部分しかないと思い

ますね。従って、私どものオフィスに、私以外に 10 名のいわゆる国連のキャリア・専門職がいますけ

れども、課長クラスの人たちは皆さん、自由度が非常に高いと。だから日本の組織に比べると、個人の

自由度、裁量権はものすごく高いということです。これから、上田代表に話していただく山笠は、私も

経験しておりますけれども、非常に縦社会でありまして、そういう社会に比べると、私どもの組織運営

は非常にフラットで自由度が高い。そういう運営をしながら、それでも結果的には、10 年間で予算規模

を 10 倍以上に持っていくという経営をやっています。 

 仕事としては、アフガニスタンなんていうところに、紛争が起こると当然お金が流れ込んでくるわけ

で、アフガニスタンだけで 130 億近い予算規模を持って事業をやっています。フィリピンとか、こうい

うところでは、政府顧問みたいなことをやっています。 

それで、ここで先ほど先生のお話にあったコミュニティ論、私どもの事業の中心は、コミュニティを

どうやって強化するかというところが、事業の哲学になります。 

 今、出ておりますパワーポイントの向かって左上のところ、これは道路なんですけれども、冠水して

いるわけです。 
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こういう非常に汚染した状況をどうやって改善するか。そのために、まずコミュニティの人に集まって

もらって、非常にフリーにディスカッションをして、自分たちで自分たちのコミュニティを改善する計

画を作ってもらいます。その作った計画を、我々国連が査定をして、地元の自治体と国連とコミュニテ

ィが契約を結んで、それで事業を推進するという形になっています。国連は技術力とお金は出しますけ

れども、実際に事業を推進するのは、コミュニティの人たちが労働力を提供して、左上にあった、こう

いう汚水にまみれた状況を、真ん中のような生活道路に改善をします。こういう「コミュニティ・エン

パワーメント」、これが我々の事業の基本的な考え方でありまして、そういう意味では「実践コミュニ

ティ」というやり方をやっているということでございます。こういう仕事のやり方で、ここに建ってい

るこういう家も、みんな住民が自分たちで造っているものです。 
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 これは、スマト

ラ の と き の ス リ

ラ ン カ で あ り ま

すし、スリランカ

の場合には、福岡

の方から 4,500 万

位 の 寄 付 金 を ち

ょうだいして、そ

の お 金 を 使 っ て

ス リ ラ ン カ に 福

岡 村 と い う 村 を

造りました。現在

47 世帯が住んで

い る と い う よ う

な 状 況 で ご ざ い

ます。 

 

これはパキスタンの地震の例です。 

 

イラクについても、イラクは大学の改修工事とか、大規模な工事までやったりしています。アフガニ

スタンの場合には、住民が建てるものですから、家 1 軒、大体 10 万円弱ぐらいで 60 ㎡。耐震設計もし

ています。立派な住宅を 1 軒 10 万円ぐらいで造っているのが我々の事業のやり方で、アフガニスタン
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ですと、大体年間に 1 万戸以上、住宅を造っています。これが、私がやっている仕事の概要でございま

す。 

当然、そういう国際社会に生きていまして、すべて異文化と接しながら仕事をしているわけでありま

す。こういう経験を私が最初にしたのは、もうさかのぼること 27 年前になりますか。私が国土庁とい

う役所に入りまして、3 年ぐらいして、国連の試験を受けないかと言われて、受けて、最初に国連に勤

務した先がケニアのナイロビというところであります。それまで、私は短期留学をしたことはあるんで

すけども、発展途上国は全く初めてで

ありまして、いきなり東京からケニア

のナイロビに飛んでいったわけであ

ります。ここで初めて決定的な異文化

に接したのが、ここに「ポレポレの国

ケニア」と書いてあるんですけれども、

日本にいるときというのは、汚い話で

すが、早飯早糞芸のうちと言いますよ

ね、何でも早くやるのが日本人の一種

の美徳といいますか、得意技。それが

正しいと思っているのが日本人。ケニ

アに行ったら、これ、“ポレポレ”っ

ていうのは、“ゆっくりゆっくり”っ

ていうスワヒリ語なんですね。ゆっく

りやるのが美徳なんですよ。これは、全く違う概念の中で仕事をしなきゃいけない。私はケニアに赴任

して、仕事をやるのに徹夜してやっていました、最初。そしたら、あるとき課長に呼ばれまして、「お

まえ、徹夜して仕事しているらしいな」と。「この国では、そういう奴を馬鹿って言うんだ」と。そう

いう奴は馬鹿。要するに、自分に能力がないから、勤務時間の間に仕事がきちんと出来ない。そういう

奴をみんな馬鹿と呼ぶんだ、というふうに私は言われて、非常にショックを受けました。それが異文化

との本当に出会いであるし、ケニアの人たちっていうのは、本当にゆっくりと。私が「アージェント」・・・

アージェントっていうのは、緊急に処理してくれっていう赤い紙をばんばんと張って、秘書に「アージ

ェント、アージェント」と言って渡しても、ゆっくりとそれを持って、100 メートルぐらい先のオフィ

スにゆっくりと持って行きます。ケニア人のそういう秘書と、日本人のこの気の短いのが仕事をしてい

るわけですから、ストレスがとてもたまるわけですね。そういう異文化に接しました。 

 それから、日本人の場合には、言葉の壁っていうのは決定的なものがあります。私どものように、学

校教育、義務教育で 6 年間英語を受けていて、英語がしゃべれないという民族ってのは他にいないんだ

と思います。本当です。これは、もう普通 6 年間学校で英語の授業を受ければ、大体みんなしゃべりま

す。韓国の例なんか見てましても、私ども一緒に仕事する相手なんか見てましても、留学したこともな

いと。もう本当に、立派に学校教育だけで英語をしゃべる。日本人は出来ないんです、それが。私も、

国連の試験に受かっているので、当時、英検 1 級を持って行ってたんですけれども、上司からこれをや

れと言われて徹夜して持っていったら、「おまえ全然違うことやってる。」と。要するに、日本人の英語

力って、それくらいのレベルでしかなくて、この語学の壁というのは、異文化コミュニケーションの非
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常に大きな壁になっているのは否めないな、というのが、正直な感触です。 

 私は、その後、また日本に戻って、さらにまたスイスのジュネーブに 1989 年から 1992 年までいた

んですけれども、ジュネーブの国連職員のレベルというのは、これはもうナイロビで経験したもんじゃ

ないですね。特に、この語学、国連職員全員が語学の達人なんですよ。私なんか英語だけでヒイヒイ言

ってたのが、ジュネーブはフランス語圏ですから、仕事はフランス語なんですね。上司もフランス人。

ですから、スタッフミーティングといって、職場の会議をフランス語でやるわけですよ。だから、英語

とフランス語、まあ、私もフランス語しゃべれるようになりましたけれども。ただ 2 カ国って立派じゃ

ないんですよ。ジュネーブに勤めている国連職員というのは 5 カ国語。これをフルーエントリーにしゃ

べれます。ここに書いてありますように、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、英語。特

に、スペイン語、英語、フランス語っていうのは、国連公用語ですから、これをみんなフルーエントリ

ーに、完全にしゃべります。これが欧米、特に欧州の外交の強さということでありますし、そういう連

中と一緒に仕事をしていくということは、とても大変だということです。 

 そういうことからしまして、「日本人の異文化コミュニケーション」、これはどんどん強くなって欲し

いというふうに思っているんですけれども、実際には異文化理解も、それから異文化コミュニケーショ

ンも、日本人の最大の弱点である、残念ながら、今私の結論であります。 

だから、この国際人を育てるっていうところに、私もいろいろ力を注いでいまして、九州大学でも、

西南学院でも、国連の正式な授業をやっているんですけど、日本の社会っていうのは、やっぱり非常に

均質・同質な社会な

ものですから、いわ

ゆる言葉でしゃべら

なくても意志が通じ

るってことが重視さ

れる世界なんですよ

ね。ですから、そこ

のところがあるので、

なかなか若い世代も、

その壁を打ち破れな

いで今苦しんでいる

んじゃないかな、と

いうふうに思います。 

ここに、「国際人を

育てる」っていうこ

とで、いろいろ私も

言っていますけれども、最大の私のすすめは、「奇人・変人の勧め」というやつですね。国際人になろ

うと思うと、奇人・変人じゃないとやっていけないですよ。よく、日本の小学校とかで、私にどうして

も講演やってくれって言われて行くんです。講演をやると、できるだけ対話形式をとろうとして、私が

話をした後、子どもたちのところに行ってマイクを向けるんです。日本の子どもって、パッとマイクを

向けられると「どうする？」って必ず隣の子に聞くんですよね。欧州とか途上国の子たちはマイクを向
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けると、必ず取って、とにかく自分のアピールをワーッとします。発展途上国の子どもたちもですよ。

日本人の子どもたちは、やっぱりみんながどうするかということのほうが優先してしまって、まず友達

に「おい、どうやって答える」って相談するんですね。やっぱり、この辺が日本人の非常に特徴的なと

ころかもしれないなというふうに思いますね。だから、本当に異文化コミュニケーションというものを

これから強めていくためには、その辺の同質性をどういうふうに変えていくかということもありますし、

個々人の自由度をどうやって上げていくか、というようなこともあるんだと思います。 

 ただ、先ほど、私が申し上げましたように、日本人は確かに外国語、言葉によるコミュニケーショ

ンというのは弱い。 

   

 それは弱いという事実はあるんですけども、例えば、日本の中には“以心伝心”というような言葉も

あります。“目は口ほどにものを言う”というような諺があります。“おやじの背中”、こういう言葉も

あります。山笠に入ったら、誰も何にも教えてくれない。「皿洗え、」とも、何にも言わないんだけども、

とにかく自分で先輩の後ろを見ながら、自分のやるべき仕事を見つけていかなきゃいけないという、非

常に厳しい山笠の縦社会の世界があるわけです。そういういい側面も日本人は持っているということで

あります。これから、なかなか将来の見えない日本であります。まあ、世界全体がどういうふうな方向

になっていくのか見えないところでありますけれども、異文化との交流も強めながら、日本人が持って

いるそういう言葉ではないコミュニケーション能力というものをどうやって強化しながら、これからの

世界を渡っていくか、ということが非常に重要な課題になっていくんじゃないかというふうに思ってい

ます。 

 時間がまいりましたので、私のプレゼンテーションは以上とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございました。随所に山笠の話も出していただくサービスがございましたが、引き

続いて、上田さんにお願いしたいと思います。 

 

■上田氏 

 山笠のことですが、何か、えらい国際的な話から急に博多の超ローカルな、しかも川と川に挟まれた

1 キロ四方の博多部という地域のお祭りなんです。これでも結構全国的には有名な祭りでして、山笠の

歴史は知ってある方も多いと思いますけども、起源というのが幾つかあります。レジュメを付けていま

すが、二番目の聖一国師さん（承天寺を開いた方で、日本で初めて国師号をもらった人なんですが）が、

博多の町に疫病がはやったときに施餓鬼棚（せがきだな）に乗って町に水を撒いた。ただの水じゃなく

て聖水ですね。甘露水とも言いますけど、これが起源とされています。本当は、三番目のほうが正しい

んじゃないかなと思いますが、博多（博多祇園山笠振興会）では、二番目の 1241 年説をとっています。 

 具体的に言うと、山笠がある博多の町は那珂川と御笠川に挟まれたところで実に狭いところなんです。

“流”というのは、多分、昔からあったと思うんですが、太閤さんが来たときに、博多の町が戦火で荒

廃して焼け野原になっていたときに再編成（太閤町割り）したということになっています。現在の大博

通りに呉服町流を置き、その東西縦筋に東町流、西町流、土居町流、横筋に福神流（実は、魚町筋です
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が）、恵比須流（石堂町流）、大黒流（須崎町流）という七つの流を作りました。 

現在でも山笠は続いておりまして、この流の中で無くなっているのは、二流ありまして、その一つが

我々の福神流です。その訳は、明治の 38 年に雷の音と太鼓の音と間違って、早く出て、けんかして大

騒動になり山笠への参加をやめたということらしいです。山留めの竿も上がったらしいのですが・・・

どっちもどっちです。そういう訳で山笠に関しては自分の流れはありません。 

もう一つの無くなった流は呉服町流。消滅原因は道路の拡幅です。当時、博多の町は、非常に近代化

のあおりを受けて、道路が広くなって、大博通りが出来ましたよね。明治通りが広くなって、昭和通り

が出来て、国体道路が出来ましたよね。そのおかげで、たくさんの町が無くなってしまったんです。我々

は最初、「わあ！道が広うなってよかね」と言って喜びよりましたが、結果、今気付いたら町が無くな

っているんですよね。都心の空洞化の大きな要因の一つです。 

追山の話ですが、昔、博多の山笠は今みたいにタイムレースやなくて、「昼喰い」と言って、多分適

当な時間に山を止めてみんなで昼飯を食べていたらしいです。山の順番は決まっていたみたいですが、

たまたま、正月の里帰りしたときに、土居町と竪町って書いてますが、分かりやすく言うと、土居流と

恵比須流のある町の間でちょっとしたいさかいが起きました。それで、土居流の人が昼飯を食いようと

きに、恵比須流が追い越したんですね。で、「何ごと追い越すか、」と言うて、「なら、負けんぞ」みた

いな。これ、結構面白かったということから、追い山が始まった。「1687 年より途中の昼喰いはやみ、

今に至るまで当番これを渡す」と書いてあります。これ、櫛田神社の社鑑に載っています。あと、歴史

はたくさんあるんですけど、ここではこういう話だけにしておきたいと思います。 

 次に地域のコミュニ

ケーションのことです

が、山笠に関しては明治

5 年に山笠禁止令が出ま

した。何で禁止されたか

というと、悪いしきたり

が多いとか、それから、

金が掛かるので破産す

る等。はっきり言うてイ

チャモンですね。しかし、

当番町の代表（町総代）

とか、取締とか、役員を

やったら、やっぱり金を

使うんですね。金で人を

動かすわけではないん

ですが、やっぱりある程

度、身銭を切るときは切らないかんとです。（現在に置き換えると役員になると中州へも飲みに連れて

いかないかんとか）やっぱり金が掛かるという訳です。そのほかにも、本来の神事ごとから外れている

ということで、とにかくお祭りものは一切罷りならんということです。これは、裏を返すと、明治政府

が出来て、天皇中心の国家造りをしましたよね。廃藩置県、三百何十藩かあったのをどんどん減らして
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47 都道府県にまとめたんですが、藩が県に変わっただけで、中身は全然変わっていない。その原因が地

域のコミュニケーションにあると考えたんでしょうね。 

これの最大のものが、「祭り」なんです。祭りでは、一緒に山笠を担って、飲んですぐ仲良くなるで

しょう。同じ流でも、流が別でも「山笠に出とんしゃーと」だけでも仲良くなる。これを崩さないかん

って、明治政府は全国の祭りを全部やめさせたんでよ。全国にはいまだにやめたままのところも、たく

さんあります。 

博多も一忚やめたんですね。でも、夏が来ると、ウジウジして、明治 14 年に「山笠をやらしてくれ」

と願い出て、明治 16 年に許可が出たんです。ところが、その時すでに電線が出来たんですね、山笠が

高いので動くと電線を切るんですよ、だから山を低くしたんですね。 

 今度は明治 3１年に、これは、福岡の市議会と知事から出たのが山笠中止令です。明治 22 年に福岡

区と博多区が合併して福岡市が出来たんですが、武士の町・福岡と、商人の町・博多の町の対立が続い

ていまして、山笠はやっぱり博多の祭りでしょう、武士の町・福岡からすると何とかやめさそうと思っ

たんですね。それで、イチャモンつけたんです。「山が高いけん電線を切る」。すでに低くしてましたが、

今度は市内電車の線をやっぱり切るんですね。そのうえ、半裸の男が町中練り歩いて、文明開化の折、

野蛮な感じがするとか、所かまわず暴飲暴食するとか。これに対して博多っ子は山笠をもっと低くして、

今の飾り山と舁き山（かきやま）に分かれたんです。野蛮と言われた件ですが、昔の絵を見ると山を舁

くときは上半身は裸ですね。それで、明治から水法被という短い法被を着るようになりました。長法被・

当番法被は昔からありましたが。それと、暴飲暴食の件は、どこでも「酒ば飲まんめぇ」という話にな

りました。 

 それで、山笠の仕組みなんですが、山笠の重量は 750 キロぐらいあって、まず、棒締めといって大体

50 メートルのロープを各一本ずつ、表と見送りで、釘を使わずに締めるんですね。人形やら飾りをつけ

て、いよいよ山が動きますと、750 キロの山に、人が乗ると 1 トン超えます。舁き棒は、大体 5～6 メ

ートルぐらいの長さがあります。で、舁き手が 26 人、櫛田入りの山笠を中継で見ると、台上がりとい

うのが表 3 人と見送り 3 人ずつ、乗っています。ところが、櫛田入りが終わったら、みんなばーっと下

りるんですよ。見送りと表に 1 人ずつになります。これは山を軽くするためなんです。100 キロぐらい

の人が 3 人ずつ乗ったら 600 キロでしょう。1 トン 300 キロになりますよね。 

山を動かすうえで一番大事なのは、後押しですね。後押しがないと山は動きません。たとえば西流は

今まで遅かったんですが、何とか速うしようって、後押し部隊が区間ごとに編成されて、スタートダッ

シュを何べんもしたんです。それで、すごく速くなったんです。何かうれしいような、速いだけでもだ

めだとか、複雑な話をしてましたけどね。しかし、速いのはやっぱりいいみたいです。 

 昔、高い山つまり飾り山を舁いてた頃、私の祖父たちは、家と家の間に山が動きようのが分かったと

言っていました。 
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ところで、清道（せいどう）を廻ることを櫛田入りっていうんですが、山留めから玉垣を出るまで 112m

を 30 秒前後でまわります。 

 山笠は縦社会で、その立場が分かるのが手ぬぐいですね。山笠の時、人が出会うと何を見るかってい

うと、手拭（てのごい）を見ます。町中では長法被の腰に着けています。山が動き出したら頭に巻いて

ます。文句言われたときに手拭をぱっと見て、一般なのか、取締なのか、町総代なのかによって「ああ、

すんません」って言うか、「何か、きさん」って言うか、どっちかですね。そらもう、手拭っていうの
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は、そういう意味では偉大ですね。この手拭が山笠振興会と流総務が着けている三色の絞りですよね。

茶色は宮総代です。町を統括する町総代がしているのは赤白青の三色の手拭です。 

流とは町の集合体です。流で一番偉いのは総務です。普通の会社だったら、総務より取締が上なんで

すが、山では総務が一番上です。流の総務は毎年代わります。 

役割分担でいうと、「たすき」ですね。赤と白の「ねじねじ」と僕たちは言いますけども、これをし

とかないと、台上がりができません。次が、この青と白が鼻どりですね。それと、緑と白の交通、黄と

白が前さばき。今

では、前さばきは

あ ん ま り な い で

すが。こんな風に

役割があります。 

 構 成 メ ン バ ー

は、年寄りと役員

と 若 手 と 子 ど も

という分かれ、序

列 が ち ゃ ん と 出

来ています。年功

序 列 型 の 形 を と

っています。だか

ら、町での頂点は

町 総 代 で 流 と 各

町 と の 調 整 を や

ります。山が動き

出 し た ら 取 締 が

先頭に立ちます。 

昔は赤手拭をもろうたら、もうそろそろ嫁さんをもらわないかんねと言ってましたが、今はかなりの

おじさんが赤手拭をやってます。これは仕方がない現実ですね。でも、体の動く人じゃないと赤手拭は

もらえません。 

「もうろうろう」という言葉は、色々な場面で用意ができたときに「もう、どうぞ」と年寄りを呼び

にいくことなんです。そういう年配者に対する優しさもあります。 

博多の町の現状について、もう 10 年ぐらい前に僕たちが調べたデータなんですが、山笠の構成メン

バーの割合が、住んでる人間が 1 割とか 2 割ですね。住んでいて山に出ている人はそのくらいしかいま

せん。あとは加勢人です。だから、パーっとにぎやかに派手やかに見える博多の町も、祭りが終われば

急に静かになります。もう、それは見事ですね。もう、今までどこにおったちゃろうかと思うくらいに、

人がうわぁーっとおったのが、終わった途端にスパッと尐なくなります。 

今、チューリップの話が出ましたけど、弟が“オイサ”という山の歌を作ったんですが、最初の歌詞

が、「国中に散らばる博多っ子は待ちきれぬ 7 月」というせりふなんですね。つまり山笠に出ている人

は国中に散らばっているんですね。そして、山笠が始まるころに帰ってくるんです。そしてこの唄の最
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後の歌詞は「来年を誓う男たち」。要するに、また散っていくんですね。これが博多の町の現状ですね。 

 それと、「子どもたちの非行がない」と書いていますが、子どもたちは最初親に抱かれて参加して、

最初は前ばしり、そして早く“後押し”したい、“後押し”が終わったら山につきたいという、そうい

うずっと上を目指していくので、自然と向上心が芽生えてきます。それに、規律を守らない子どもは自

分の子どもでなくても、町内の子どもは怒ります。悪いことしたら「何ばしよっとか、」とか言って、

叱ります。それでも、

子どもたちは何も逆ら

いません。おいさんた

ちから怒られたのは、

自分が悪いことをした

ので怒られた、という

のがわかっているみた

いです。その辺はしっ

かりします。参加者に

いろんなことで教えた

りするのが「直会」と

言います。直会と書い

て「なおらい」と読む

んですけど、これ、本

当はお神様と一緒に食

事をするという厳粛な

ものなんですが、山笠

の場合は反省会と懇親

会を兼ねてやります。勉強会をしたり、いろんなものを教えたりします。 

 再び、「流」について、重複しますけども、流というのは、町の集合体ですね。だから、流と言って

も色々な町や人の集まりなので、中州流とか、恵比須流とか、大黒流とか、一緒に同じ山笠を担うとい

う点は共通ですが、流れが違うと「しきたり」とか「決まりごと」が違うこともたくさんあります。そ

ういう意味では、町内を走る「流舁」というのが 10 日・11 日・14 日にありますが、追山とはかなり違

った場面に遭遇しますので、それも面白いですよ。 

流舁のときに、いろんな町内の人々がどんどんどんどん集まってきて、手を入れて、構成町が全部揃

うてから山笠が「やー！」という掛け声で動きます。テレビでは見られない山笠を見ることが出来ます。
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今の「流」は、

中州流れは当番

町だけでなく、

山据えには全部

で行ったりしま

すし、西流は 5

カ町で回します。

5 年に一度、台

上がりは全部当

番町の人々がし

ますし、千代流

は、運営委員会

というのがあっ

たりして、流で

かなり違いがあ

ります。当番町

制とかブロック

当番町制とか流

当番制など、いろいろ運営をやっています。 

当番町の役割というのは、その年の山笠の運営を取り仕切るところにあります。大黒流は、12 カ町で

やっていて、七年に一度の一番山の総務になるには 84 年に 1 回しか廻ってきません。山笠に出ている

なら一番山の総務が最高の誉れになります。櫛田入で祝いめでたの音頭をとるなんて一番かっこよくて

目立ちます。 

去年なんかは、僕の同級生、名越君というのが一番山笠東流総務で、集団山見せの時、横にはあの世

界の王貞治さんですよ。反対側は福岡市長さんです。いいですよね。やっぱ、あれを見るといいなと思

いますけど、私には無縁のことです。でも一番山の総務をしたいという人は沢山いるみたいですね。そ

れを目指していろいろ頑張っているみたいです。やっぱり上を目指すというのは、山笠の大きな特徴だ

と思います。 

 山の順番の覚え方を教えます。「中西千恵ちゃん、土台は東よ」と覚えてください。中、西ですね。

千恵ちゃん、千代から恵比須ですね。この順番になっています。「中西千恵ちゃん、土台は東」で覚え

てもらえば、ああ、次は何番やなってすぐに分かります。 
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追善山の話を

しますと、山に

功績があった人

の家前に山を持

っていって、山

を揺さぶって祝

いめでたを歌い

ます。でも家に

は遺影と衣紋掛

けに当番法被と

手拭をかけ、そ

の前にはローソ

クと焼香台と遺

影があり、お参

りし、その町の

若手が御酒（お

神酒）を持って

回り、「どうぞ祝

って下さい」と言うんです。面白い・・・面白いって言ったら申し訳ありませんが、博多に伝わる非常

にいいしきたりだと思います。 

  

あと、山笠にはタブーがたくさんあります。まず「きゅうり」を食べません。きゅうりの輪切りが櫛

田さんの紋に似てるということなんです。実際は、祇園宮の紋というのは木瓜（ぼけ）で、ちょっと違
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うんですが、よく似ていますので食べません。 

今は使ったらいけないみたいですが、赤不浄、黒不浄というものがあります。女性と病気と忌みごと

ですね。山笠は神事なので女人禁制です。でも、女性がいないと山は動きません。山の期間中、山が終

わったら、男たちは着ているもの、締込み・さらし・脚絆等、みんなパーッと脱ぐので、一人分でも一

山になるんですね。それに家族何人分と友達の分も一緒になると洗濯の山が出来、それを自分の奥さん

や参加している奥さんが選択してくれるわけです。流によっては男衆がやるところもありますが、普通、

女性が炊事と洗濯をやってくれます。そのお礼に山笠が終わったら、放生会のときに着ていく着物を買

ってあげるんです。これが「放生会ぎもん」と言います。今では実行している人は尐ないと思いますが、

博多の着物屋の年間売り上げの 7 割ぐらいは、このときに売れてたという話です。 

 山笠というのは、期間中、何かに感激したり、どこかで涙がホロッと出たり、感動することがありま

す。だから山笠っていいなって思うので続くんだと思います。あんまりまとまりがありませんでしたが、

そういう大きな流れで山が動いているという話と、山笠のコミュニケーションはそういう取り方をして

いるんだという話だけさせていただきました。ありがとうございました。 

 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございました。だんだん山笠講座のような形になりつつありますが、山笠の話、そ

れからその前の野田さんの海外、いわば国際的な異文化との付き合いというお話を、お二人の話を踏ま

えまして、次に杉万先生にお伺いしたいと思いますが、両方に通じておられ、かつ、今日の「コミュニ

ケーションを問う」というテーマに沿って、集団力学の専門家としてのお立場から、まず、ご発言をい

ただきたいと思います。 

 

■杉万氏 

 そうですね。最初に、尐々、私なりの考え方をお話しして、それから上田さん、野田さんに尐し質問

というか、コメントをしてみたいと思います。 

 先ほど、コミュニケーションというのは、「井の中の蛙」と言うときの井戸を作り、維持、変えてい

くことだと言いました。この場合、井の中の蛙、正確には、井の中の蛙たちと言うべきですが、同じ井

戸の中にいるというのはどういうことなのか。同じ井戸の中にいるということは、「基本的な区別」を

共有しているということです。区別と差別は違います。今言っているのは、あくまでも区別です。 

 例えば、最も基本的な区別は、おそらく、生きていることと死んでいることの区別でしょう。それ以

外にも、男と女はどう違うのか、年を取っている人と若い人はどう違うのか ---- これらも基本的な区別

です。このような基本的な区別は、皆にとって当たり前です。その当たり前の区別を踏まえた上で、も

っと難しいことを議論したりするわけですね。 

 ところが、今の社会を見ていると、数十年前までは皆が当たり前に思っていた区別が、だんだん消え

ていっているような感じがするんです。男と女の区別にしても、男性的な女性、女性的な男性がもては

やされます。そう言えば、公式とプライベートの区別もあいまいになってきています。プライベート的

な公式の服装で現れて、「そんなジャケットの着方があるか」とマスコミからたたかれたスノーボーダ

ーがいましたね。 
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生きてる、死んでるの区別も希薄になりつつあります。福岡で一番広い川は室見川でしょうか。昔は、

生きてることと死んでることは、室見川ぐらいの距離があったと思うんです。向こう岸に行くと、もう

帰って来られな。三途の川というのは、それくらいの幅があったわけです。ところが、現在、三途の川

は、30 センチくらいの溝みたいになってしまいました。そうなると、ちょっと向こう側に行ってみるか、

というような感じにもなります。生きてる、死んでるという区別が、あいまいになっているわけです。

まさに、川村先生のお話の中に出てきました「方向喪失」ですね。理解もコントロールもできない状況

になりつつあります。もはや「これはこれ、あれはあれ」という明確な区別がどんどんなくなりつつあ

ります。混沌（こんとん）の中に生きているようになっているんじゃないかと思います。 

 ここで、博多祇園山笠の話をいたします。昨年、今日も来られていますが、ハカタ・リバイバル・プ

ランを主宰し、私と幼稚園以来の同窓生である立石武泰さんの勧めで山笠研究を始めました。私は子ど

ものころ、須崎問屋街の「回り止め」近くに住んでおり、奈良屋小学校出身ですから、子どものころは

山笠に出ていたのですが、中学以降、とんとご無沙汰になっていました。ただ、山笠に出ていたのは子

どものころですから、山笠の期間中に大人がフルコースでどういうことをやっているかは、全然知らな

かったんです。今回、小学校時代の同級生がリーダー格になっている土居流を 2 週間密着取材しました。

それを通じて、「流」のまとまりが、実は、流を構成する各町のまとまりによって支えられていること

を知りました。土居流は 10 の町によって構成されていますが、その町の一つ一つが強いまとまりを持

っており、その協力体制で土居流が運営されているわけです。 

もう一つ。山笠を見ながら気づいたことは、山笠というのは、先ほど言いました基本的な区別を確認

させる儀式、言いかえれば、基本的な区別という原点を確認させる原点確認の場ではないのか、という

ことでした。年配の人と若い者の区別、男と女の区別、地域の内の人間と外から来る人間の区別、その

ような基本的区別を確認するのです。昼食をとりながらの打ち合わせの時に、上田さんから、「これが、

ちょっと度が過ぎて、尐し差別になっているところもあるんだよ。」と教えていただいたんですが、そ

ういう面はあるにしても、やはり基本的区別という原点確認の場であるように思います。 

さらに、そういう基本的な区別を再確認するには、心が動かされないと駄目だと思うんですね。おつ

むの中で、「こうだよ、」って言われたぐらいで、基本的な区別などたたき込まれない。やっぱり心が揺

さぶられるような感覚が必要だと思うんですね。共感というのかな。そういう意味では、やっぱりあの

山笠の重さですね。1 トン以上です。あの重い山を苦痛に顔をゆがめた男たちが担ぐわけですね。しか

も地響きをたてて、ドドドッと。私が道端で山笠を見てたとき、横に若いカップルがおりまして、その

女性が彼氏に言ってるんですよ ----「もう、涙が出るごたあ」と。まさに、その感覚だと思うんですね。

だから、もし、あの山笠が半分の重さだったら、魅力は半分以下になるんじゃないかと思います。あの

1 トン以上の重みならではの苦痛、そして、見物の女性に「涙が出るごたあ」と言わせる、あの心の揺

さぶりが、原点確認をさせるのではないか、そういう感じがしました。まだ、この研究は、去年始めた

ばっかりですから偉そうなことは言えませんが、去年 1 年の成果を簡単に報告させていただきました。 

 そこで、上田さんに、山笠についてお話ししていただけたらと思うことがあります。先ほど川村先生

のお話の中で、実践コミュニティに対するアイデンティティ、あるいはコミットメント、そういうもの

がポイントなんだというお話がありました。これを、山笠という実践コミュニティに当てはめますと、 

いわゆる「山のぼせ」の感覚だと思うんですね。そこで思うのは、昨年 7 月に土居流参加者にアンケー

ト調査をしたとき、大体 3 割が地の人、7 割が他所から参加しているという結果が得られました。他所
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からというのは、大体福岡市、福岡県内でした。上田さんのお話だと、「いやいや、そんなのはまだ多

いほうで、地元は大体 1 割ぐらいだ」ということで、ちょっと驚いたんですが、昔は 3 割どころか、9

割以上が地元の人だったと思うんですね。そうすると、みんなのぼせる。ほとんどの人がのぼせると、

のぼせてない人も引きずり込まれてのぼせるし、のぼせざるを得ない、こういう状況だったと思うんで

すね。ところが、今、地元の人が 1 割とか 3 割になってきますと、地元の人たちでも、全然のぼせない

人も多くなってきます。ところが、私が見たところ、今の山笠では、のぼせない人との関係もうまく考

えながら、のぼせたい人がのぼせているようです。非常に上手というか、紳士的というか、そうなって

いると思うんです。その辺の内幕もご披露いただけたらと思います。 

 次に野田さんのお話に移らせていただきます。野田さんのポレポレの話は本当に面白く拝聴しました。

私は、アフリカのスーダンに縁があってちょくちょく行くんですが、ポレポレに似た経験があります。

最初、例えば宿舎に泊まっておりますと、「明日 10 時に来るからね。」と言うんですね。だから、「はい、

わかりました。よろしくお願いします。」というわけで、朝 8 時には起きて、朝食もすませて、8 時 10

分前には玄関で待っていました。ところが、まず 10 時には来ないんですね。1 時間遅れて、11 時に来

てくれれば、まだラッキーな方で、とうとう現れないことも珍しくありません。2～3 日後に会ったとき

に、「来なかったでしょう。」と言ったら、「インシャラー（神のお加護を）。」でおしまい。そういう感

じですから、「井戸」が違うのかなと思わざるを得ません。 

 野田さんのお話では、スリランカのコミュニティを造っていくというお話も印象的でした。実は、昨

年のこのシンポジウムに、パキスタンから来日中だったカムラン先生が登壇されました。彼は、パキス

タンで、住民が立ち上がってまちづくりをしていく運動を長年一緒にやりながら、研究もしてきた人で

す。シンポジウムの中でカムラン先生がおっしゃたことで、私自身も、地域づくりを現地の人と一緒に

やってきたので、同感できることがありました。それは、「今、自分たちが腰を上げて動き出せば、現

状を何とか良くすることができる。さあ、動こうじゃないか」という感覚を持ってもらうまでが大変だ、

ということでした。そういう感覚の「井戸」がなかなかできないわけです。ところが、一旦そういう井

戸ができると、ものすごくスピーディーに運動が展開していくんですね。そこで、野田さんにお尋ねし

たいのは、住民をどうやってアクティブにしていくかということです。言いかえますと、住民の重たい

お尻を上げさせるためにはどうしたらよいか、ということです。野田さんの場合は、言語の違いもあっ

てご苦労が多いと思いますが、その辺のところをご教示いただければと思います。 

 

■児嶋氏 

 はい、今、質問が杉万先生から出ましたけど、上田さん、まず、今の杉万先生の問いに対してお答え

をお願いできますか。 

 

■上田氏 

 「のぼせる」ということは、極端に言うと、のぼせんとお祭りが出来ないというか、おとなしくして

いたら、たぶん燃えないし、参加しても楽しくないのではないかと思います。だから、のぼせないとや

れないけど、のぼせ過ぎる人も多いのです。私の目から見て歯がゆいのは、山のときだけのぼせて、山

が終わったら、どこにおるか分からんような人がたくさんいるんですよ。 

昔は、お祭りとまちづくりは一体化していたのが、今では、祭りとまちづくりは別という風になって
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しまったのが、悲しい現実です。 

今、博多の町には、住宅が結構建っています。都心なので便利がいい、中洲にも博多駅にも歩いてい

けますし、天神も歩いていけます。利便性がいいので住民は増えています。しかし、残念ながら祭りと

か街づくりに無関心な方が多いようです。ワンルーム住宅なので一人住まいが多く、我々は街づくりの

上では、ファミリー住宅を造れという運動をやっています。尐しずつ出来つつあります。しかし、ファ

ミリー住宅が出来て、住んでいる人に、「あんた、山に出らんね？」と急に言っても無理だと思います。

一番自然なのは、子どもが参加するので親も連れられて出る。博多小学校では、子ども山笠をやってま

す。子どもが山に出るので親が手伝いして、最後には親がのぼせるというパターンです。そういう意味

では、博多小学校の役割というのは、非常に大事なものがあるんじゃないかと思います。 

 一番、山に出ていて感動するのは、やはり現代人が持っていないもの、忘れているものがそこにある

ことですね。1 トン以上もある山笠は一人では全然動かんわけですよ。それをみんなで「ヤーッ！」と

掛け声出して動かす。それと後押し、それぞれの役割を果たすことによってはじめて山笠が動き、スピ

ードも出ます。 

一生懸命やっているという自分がいて、自己陶酔みたいなところがありますが、そんなひたむきに山

笠に向き合う男たちを見て、やっぱり女性も感動しているみたいです。「うちの父ちゃんは、普段は何

かてれーってしとんしゃあばってん、山んときだけえらいかっこいい、」と言う奥さんは結構多いです

ね。今では現代人の男の人が忘れている凛々しさというか、男らしさちゅうか、それが発揮出来る場所

が山笠である。言葉で言うと、そういうことになりますね。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございます。野田さんにも質問が出ましたけど、お答えいただく前に、今の話での

ぼせの話ですけど、聞いていて思うのが、結局のめり込む、夢中になるということですよね。先ほどの

川村先生のお話の中では、自立的なコミット、自らかかわるというか、そういう話もありましたが、そ

れを思い起こさせる言葉ではあるんですが、1 トンという重さを担ぐ。つまり、簡単にはいかない難し

い、非常に困難な目標があるから、それぞれがのぼせる、夢中になることで、かつ役割をそれぞれが認

識して、役割分担することでうまくいくという、たぶんそういう関係にあるんじゃなかろうかと思うん

ですが、野田さんご自身も、実は山笠にコミットしてあるわけですけれども、その辺りの観点で言うと、

山笠の人間関係、山笠の組織というのを、野田さんご自身はどう見てあるのかということを、まずお伺

いしたいと思います。 

 

■野田氏 

 私は、もともとは政府で国土計画、国の計画を作っていた人間で、いろんな地域の祭りを知っていま

す。例えば、東京には三社祭なんてあるし、京都には祇園祭というのがあるし、それぞれに組織化した

祭りではあるんですけれども、私はこの福岡という 145 万都市のど真ん中の博多区というところに、非

常に縦社会的な組織立った人間関係の中で山笠が運営されているというところに、この福岡という都市

のエネルギーをとても感じていますね。例えば、昔、政令指定都市と言った 7 大都市、札幌から福岡に

至るいろんな都市を見て、本当に元気がある都市というのは福岡しかないと思いますね。もちろん、東

京みたいに経済的な力のあるところはちょっと別な話として、そういうエネルギーの発生源というのは、
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私は山笠だと思います。それは、その山笠、7 月 1 日から 15 日の 2 週間、のぼせて山を舁くというと

ころが、非常に男同士の紐帯（ちゅうたい）というか、つながりというのか、強いところがあって、そ

こでのぼせるんですけれども、実は、その集団というのは 2 週間だけじゃないんですよ。1 年間通じて

何かやってるんですよ。使役ですね。その使役っていうのは、例えば、私であれば中洲の防犯の運動で

すとか、中洲の環境を改善する運動ですとか、今週末は中洲のじいちゃん、ばあちゃんのグラウンド・

ゴルフがあるから借り出されるとかですね。そういう中洲の町を活性化するための下支えに、中洲流の

一員として加わっている、それが、本当に博多部の活力源になっているし、福岡市の臍のエネルギーに

なっているんだというふうに私は思っています。だから、そういう非常に強い紐帯の中で、7 月 1 日の

山笠を中心として、男たちの連携、ネットワーク、きずなが非常に強い。そういうコミュニティという

ものが出来上がっているのが、私は福岡の特徴であり、いいとこなんだろうというふうに思っています。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございます。紐帯、きずな、連携という、また新たなキーワードがいろいろ出まし

たけれども、野田さんには引き続き、先ほど杉万先生が言われたスリランカの例の通路、路地の改良を

めぐるお話の中で、いかに地元の人たちをまずその気にさせるか。いかに腰をまず上げさせるか。いっ

たん腰を上げていただければ、その後は次から次にまた新たに活動が出てくるという、最初の腰をいか

に上げていただくのかという、そのあたりでも恐らくコミュニケーションというのは必要でしょうし、

その辺りの事情というのはいかがなものなんでしょう。 

 

■野田氏 

  はい。これは学術的にもいくつか論文が出ています。英語で我々はピープルズ・プロセスと言って

いますけれども、こういうコミュニティ先導・主導型の事業というのも、やっぱりいくつかの段階に分

かれています。レベル的には比較的下のほうにあるのは、コミュニティの住民に、労働の対価として何

かお金を渡します。そういうインセンティブを出すことによって、住民参加を促していくというような

レベルのものから、ある程度、真ん中辺になってくると、そういうお金はもういらない。ある程度、設

計がされれば、住民があとは自分たちでその仕事をやって、プロジェクトを完成させる。そしてトップ

レベルにあるのは、ピープルズ・プロセスのハイレベルなところは、もう住民たちが自分たちで積極的

に事業について話し合いを始めて、自分たちで絵を描いて、国連のほうに「こういうものがあるんだけ

ど、どうだ。」って、こうやって出してくるという、そういう非常にハイレベルなものまであるわけで

すね。 

我々が事業として対象にしているのは、比較的トップレベルのところでありまして、先ほど民主主義

の話も出ましたけども、日本の民主主義はどうかって、いろんな議論がありますね。日本の憲法は誰が

創ったとか、いろんな議論がありますけれども、発展途上国の民主主義というのは、皆さんが思われる

よりもはるかに進んでいます。これは、なぜかというと、スリランカにしろ、インドにしろ、やっぱり

植民地政策で一度自分たちの国の主権を奪われているわけですよ。独立戦争で血を流して、自分たちの

国を取り返しているわけですね。ですから、彼らは民主主義、自分たちの国家というものを自分たちの

手にしたという、血を流して手にしたという、非常に強い思いをフィリピンの人たちも持っているし、

その人たちはやはり民主主義に対してものすごく積極的ですよ。だから、自分たちの町のことに対して
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話を始めたら止まらないという状態ですね。私なんかも、スリランカだけじゃなくて、カンボジアで、

いわゆるそういうコミュニティ・エンパワーメントの事業に参加したときに、3,000 人のコミュニティ

の人を相手に、朝の 8 時ぐらいから話を始めて、終わったのが夜の 9 時ぐらいだったですかね。もう、

だから延々とやります。だから、結構、皆さま方が思われるよりも、発展途上国の、それもスラムの中

の民主主義というのは発展していると思いますし、日本人がいいものとして持っている言葉とは違うコ

ミュニケーションとは違って、彼らは延々としゃべり続けるんですよ。延々としゃべり続ける。だから、

日本人なんか、よく文章を書くとき行間を読めと言われますけど、その行間を全部埋めていっちゃうの

が、彼らの文化なんだというふうに思っています。 

 

■児嶋氏 

 どうもありがとうございました。それから、上田さん、山笠を離れまして、実は、はかた部ランド協

議会という地域活性化グループのリーダー的な役割も長年されてこられていますけども、まちづくり、

あるいはそういう地域づくりの組織を転がしてこられた経験から、そういう活動の中でのコミュニケー

ションのありようというのは、何か感じられることはございますでしょうか。 

 

■上田氏 

 博らん協（正式にははかた部ランド協議会）の仲間はみんな山笠に出ている人間がほとんどで、共通

点はそこにありますね。山笠が僕はすべてとは思わないんですが、やはり山笠の話になると盛り上がり

ます。本来の目標は、博多の町を活性化することです。どうしたら活性化するか。それは人が住まなき

ゃいけない。長年の活動の中で「博多らしさとは、人が住むこと」が我々の共通の結論です。 

昔、私の会社がある西門通りというところは店がたくさんあって、人がたくさん通っていて、そこで

商売出来ていたのですが、今では大変な状況です。現在、博多の町で商売がある程度成り立つ商店街と

いうのは、川端通りくらいではないでしょうか。キャナルとリバレインが出来て、両方の通路的な役割

で人がいっぱい通っています。 

私の町づくりの持論は博多の治水計画です。池に石をポンと投げたら波紋が広がるやないですか、博

多の町は砂漠みたいなところなので、博多座も出来ても周りはブッと膨らむけど、波紋が広がらんとこ

ろなんですね。博多に受け入れ体制がないから、博多座にせっかく 50 万人も来ているのに、もうバス

に乗ってきてバスで帰る。地下鉄に乗って、地下鉄で帰る。通る商店街は上川端通り、川端商店街ぐら

いです。 

博多の町の活性化って、僕 20 年ぐらいやっていますけど、なかなかうまくいかないですね。もうず

っと行政と喧嘩しながら、「住宅造れ」とか、「学校も統廃合するな」とか言っていました。母校がなく

なるのは嫌だったですが、最後は御供所小学校全部で 70 人ぐらいしか児童がいなかったので仕方がな

かったですが、博多小学校になって児童数も尐し増えましたが、でも残念でした。 

町づくりは、山笠に人がいっぱい参加したから、町が良くなるわけでもないし、本当に難しい問題で

す。博多の町は福岡市が発展することで過疎化しました。博多駅が来年新しくなりますが、博多にとっ

ては昔、博多駅が後退したことで駅前商店街が無くなってしまい、博多の活性化が後退した経験があり

ます。金融の中心である銀行・証券会社の機能も全部天神に移り、問屋街が流通センターへ移転しまし

た。 



 233 

町づくりというのは、こうしたら町が良くなるという、理論を僕は持っていますけども、それにする

にはお金が掛かるし、理解者もたくさん必要です。 

 

■児嶋氏 

 あちこちにまちづくりのグループ・団体があって、頭の下がる行動をされているところが多いんです

けど、今、上田さんがおっしゃったように、現実にはなかなか理屈どおりにはいかない。でも、私がす

ごいなと思うのは、それでもあきらめずにされている、持続されているという、そこはすごく大事なこ

となんだろうと思っています。 

 それから、杉万先生、いかがでしょう。今日お集まりの方は、それぞれ企業、事業所で日ごろ仕事を

されている方がたくさんおられるわけですけれども、山笠、あるいは国連の活動を通じて、今日、さま

ざまなコミュニケーションの在り方についての話を軸に話を聞いてきたんですけども、それぞれ職場で

どうコミュニケーションの在り方を問い直して生かしていくかというのは、今日の話を基にどんなこと

をお考えでしょうか。 

 

■杉万氏 

 そうですね。結論めいたことを言うのは難しいですけれども、例えば、世代間のコミュニケーション

がうまくいかないと嘆くときに、双方に思い込みのようなものがあるような気がします。年配の人は、

「今の若い連中は個人の自由が第一で、上からのリーダーシップは嫌いなんだ」と考えがちです。とこ

ろが、意外にも、それは誤解ではないでしょうか。私は、今の若い人は、リーダーシップを渇望してい

るとさえ言えると思うんです。ただ、悩ましいのは、若い人たちが渇望しているリーダーシップのタイ

プが、我々がかつて上の人から受けたリーダーシップとずいぶん違うということです。最近、「コーチ

ング」という言葉が使われますが、若いマラソン選手にコーチが伴走しますよね。コーチは、選手の横

を走りながら、それこそ息遣いを共有しながら教え込んでいくんですね。その手のリーダーシップが渇

望されているんじゃないかと思うんです。だから、我々のときみたいに、ポーンと池に放り込まれて「泳

げ」って感じのリーダーシップじゃないわけですね。だから、そこのところを上の方が尐しでも努力し

て、若い人の渇望しているリーダーシップに合わせることが必要なのではないでしょうか。そういう意

味で、祭りの中での年配の人と若い人の関係についてのお話や、それから、一見、文化が違い、通じ合

えないと思っているような中でも、コミュニティづくりはできるのだというお話は、ずいぶん勇気を与

えてくれる話だったと思います。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございました。息遣いを共有しながら指導するというのは、非常に印象に残る言葉

だったと思います。さまざまなグループ集団、職場で適用できるような考え方じゃないかと思います。

別に上司じゃなくても、先輩・後輩の間柄でも、横を一緒に走りながら息遣いを共有しながら指導する、

教える。非常に大事なことなんだろうと思います。職場、あるいは団体ということで言えば、今日の話

をいろいろ聞いてまして思うのが、のぼせるということ、多分大事だと思いますね。熱中する。その気

になる。つまり、「参加しろ、」「やれ、」と言われてやるんじゃなくて、それぞれがのぼせているという

状況ができるというのが、すごくいいことだと思いますし、かつそれぞれが役割を分担する。組織、あ
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るいは集団というのは、それぞれ役割が違って初めて成り立つものでしょうから、役割をそれぞれが認

識して、かつ、のぼせて自発的にそこに入っている。当然のことながら、組織全体としては、一つのビ

ジョン、一つの目的、一つの向かうべきところが共有されている。もちろん会社でいうと、営業成績を

上げ、業績を上げ、社会に貢献し、というのは、いろんなビジョンがあると思いますけれども、しかも、

その目標というかビジョンは、たぶん実現困難なほうがいいんじゃないかという気もしました。つまり、

1 トンという、簡単には持ち上がらないものを上げて、かつ、どこよりも早く櫛田神社を一周する、走

る。そういう意味じゃ、恐らく、重ければ重いほどいい。重ければ重いほど、恐らく、野田さんが言わ

れたように、紐帯、きずなが強まるでしょうし、連帯感というのが自然に出てくるんじゃないかと。私

なりに勝手にいろいろ解釈しながら、お話を聞いて感銘を受けることがいくつもありましたし、印象深

い言葉がありました。その集団の中で上下関係があれば、それこそ対岸から口で指示するんじゃなくて、

一緒に汗をかきながら、息遣いを感じながら、それこそ声掛けをしながらやっていくという、その中で

は、いずれ王監督の横で台上がりをするぞという、つまり、また別の目標を持って、さらに次の年は、

来年は違う役回りの組織の構成員たろうとする意欲。何かそういうことを考えますと、いろんな職場、

いろんな団体間で忚用が利くような話があったんじゃないかなという気がいたしました。 

 そろそろ予定された時間になってまいりましたので、このあたりで締めたいと思いますけれども、ど

うしてもこれは言い残した、言っておかなくちゃいかんということがおありでしたら、最後にどうぞ。 

 

■上田氏 

 それでは、年功序列型の組織だというのを言いましたけれども、今、野田さんがおっしゃったように、

例えば大会社の社長であっても 1 年目は初年兵なんですね。だから、「あれせれ、」「これせれ、」と言わ

れます。しかし、年配の方はある程度してもらえば大切にされますが、やっぱり年功序列は絶対ありま

すので、キャリアが何年かというのはものすごく大きいんですよね。「おまえ、山に出て何年や？」「5

年」、「おれ 20 年」、「生まれたときから出とう」って言われたらどうしようもない部分がありますよね。

一番のポイントだと思います。 

 それと、山笠の運営は自分たちが金出してやっていますので、「祝儀」と言うて持ってきます。その

町の総代が 5 万円しか出さんのに、大会社の社長が「よし、おれが 50 万円出そう。その代わり台上が

りさせて下さい」と言われても駄目なんですよ。祝儀はトップが 5 万円だったら、それ以上には出せな

い。自分たちの出した金で、自分たちで運営している面白い祭りです。 

言い忘れましたけが、山笠のメンバーは 1 年間を通じて町の掃除をしたり、何かあったときにはお手

伝いをすることもしっかりやっています。 

 山笠というものがなぜ緊張感があるかというと、大げさに言うと命懸けなんです。しきたりや、決め

られたルールを守らないと、電信柱に挟まれてたり、山から踏まれたり、まあ、死ぬことはあんまりな

いですが、大怪我する人たくさんいます。しかし、山で怪我するのは恥ですから、バーッと隠します。

「おまえんとこの人間、誰か転んだろう？」と言われても「いや、誰も転んどらん。」「本当に、かすり

傷です」とか言いますが、本当は複雑骨折していた人もいたりします。 

しかし祭りは楽しくないと長続きしません。私も毎年、生まれたときから、出ていますけど、しきた

りを守り、祭りを楽しみながら、もし町づくりと祭りが合体したら、素敵な町が出来上がるんじゃない

かという気がします。どちらにしても感動を覚えるいい祭りだと思います。 
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■野田氏 

いや、もう最後は、山笠の話になってしまいましたけれども、やはり、私も 7 月 1 日から 15 日の間、

まあ、6 月 1 日からもう長法被が着れるわけなんですけども、やっぱり 1 年に 1 回、自分の男伊達をち

ょいとチェックしてみたいという思いがとても強くあります。だから、やっぱりのぼせてない人ってい

うのはいないんじゃないかなって思うんですけどね。やっぱり山をやる人は、どうしてものぼせてしま

う。それが博多の非常に強いエネルギーになって、この町を成長させていくというふうに私は思います。 

 

■児嶋氏 

 はい、ありがとうございました。それでは、「コミュニケーションを問う」というタイトルで 1 時間

半やってきましたパネルディスカッションは、このあたりで幕にしたいと思います。 

 最後に、杉万先生からごあいさつがございます。よろしくお願いいたします。 

 

 


